
【標
準
語
】

日
本
語
に
お
い
て
は
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
主

に
東
京
山
の
手
の
教
養
層
が
使
用
す
る
言
葉
（山
の
手
言
葉
）を

基
に
標
準
語
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
推
進
さ
れ
た
。

最
も
代
表
的
で
革
新
的
だ
っ
た
の
は
小
学
校
に
お
け
る
国
語
教
科

書
で
あ
る
。

こ
れ
に
文
壇
の
言
文
一
致
運
動
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
、
「標

準
語
」と
呼
ば
れ
る
言
語
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

な
お
、
「標
準
語
」と
い
う
用
語
は
岡
倉
由
三
郎
に
よ
るS

tan
d

ard
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age

の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
官
公
庁
の
公
式
文
書
な
ど
に
は
、

普
通
文
が
主
に
用
い
ら
れ
る
。

太
平
洋
戦
争
以
後
は
国
家
的
営
為
と
し
て
の
標
準
語
政
策
は
行

わ
れ
な
く
な
り
、
各
地
の
方
言
を
見
直
す
動
き
が
現
れ
た
り
、
国

家
が
特
定
の
日
本
語
を
標
準
と
規
定
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
考

え
が
生
ま
れ
た
り
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
「共
通
語
」と
い
う
用
語
が
登
場
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど

一
部
で
は
「標
準
語
」が
「共
通
語
」に
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

日
本
語
学
の
世
界
で
は
、
共
通
語
は
「現
実
で
あ
り
、
自
然
の
状

態
」、
標
準
語
は
「理
想
で
あ
り
、
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
」と

定
義
さ
れ
、
区
別
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
現
在
の
日
本
に
は
標
準
語
を
定
義
・規
定
す

る
団
体
や
法
律
が
存
在
し
な
い
た
め
、
公
式
に
は
標
準
語
は
存
在

し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
日
常
会
話
で
「標
準
語
」と
い
う
用
語
は
現
在
も

多
用
さ
れ
、
そ
の
場
合
「標
準
語
」は
東
京
の
口
語
（東
京
方
言
や

首
都
圏
方
言
）を
指
す
こ
と
が
多
い
。

厳
密
に
は
標
準
語
と
東
京
の
口
語
そ
の
も
の
は
異
な
る
言
葉
で
あ

る
が
、
中
央
（す
な
わ
ち
現
代
日
本
で
は
東
京
）の
言
葉
を
標
準

語
と
す
る
こ
と
は
歴
史
的
に
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
語
の
標
準
語
・共
通
語
の
特
徴
は
書
記
言
語
に
偏
重
し
て
い

る
こ
と
で
、
口
頭
言
語
に
つ
い
て
は
発
音
・ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
の
面
で

固
定
し
た
規
範
が
完
全
に
成
立
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

日
本
語
に
お
け
る
書
記
言
語
偏
重
は
、
標
準
語
形
成
期
に
音
声

メ
デ
ィ
ア
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
、
漢
文
な
ど
の
筆
記
言
語
が
伝

統
的
に
重
ん
じ
ら
れ
江
戸
時
代
か
ら
識
字
率
も
高
か
っ
た
こ
と
、

臨
場
感
あ
る
新
聞
報
道
や
小
説
を
書
く
た
め
の
文
章
を
つ
く
る

と
い
う
目
的
意
識
が
言
文
一
致
運
動
を
支
え
て
い
た
こ
と
な
ど
が



そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

近
代
以
前
は
平
安
時
代
の
京
都
の
貴
族
語
に
基
づ
く
文
語
体
が

標
準
的
な
書
記
言
語
と
し
て
広
く
通
用
し
、
口
頭
言
語
に
つ
い
て

も
、
江
戸
言
葉
が
成
熟
す
る
江
戸
時
代
後
期
ま
で
は
京
言
葉
が

中
央
語
で
あ
り
、
京
都
を
中
心
に
新
語
が
日
本
各
地
に
伝
播
し

て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

京
都
方
言
が
か
つ
て
中
央
語
だ
っ
た
名
残
は
現
代
共
通
語
に
も

残
っ
て
お
り
、
例
と
し
て
、
古
風
な
文
体
で
「わ
し
は
知
っ
と
る
の

じ
ゃ
」の
よ
う
な
近
世
上
方
語
風
の
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
、

「残
っ
て
お
り
」「寒
う
ご
ざ
い
ま
す
」「あ
り
ま
せ
ん
」な
ど
の
文

語
・敬
語
表
現
、
「怖
い
」「し
あ
さ
っ
て
」「梅
雨
（つ
ゆ
）」な
ど
の
語

彙
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【山
の
手
言
葉
】

山
の
手
言
葉
（や
ま
の
て
こ
と
ば
）と
は
、
東
京
の
山
の
手
で
使
わ

れ
て
き
た
日
本
語
の
方
言
。
下
町
の
江
戸
言
葉
と
と
も
に
東
京
方

言
を
な
す
。

江
戸
の
上
層
武
士
が
日
常
用
い
た
言
葉
を
基
盤
に
、
明
治
時
代
に

成
立
し
た
。
日
本
語
の
標
準
語
は
中
流
階
層
の
山
の
手
言
葉
を
母

体
と
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
標
準
語
と
山
の
手
言
葉
は
同
一
で
は

な
い
。

特
徴

敬
語
表
現
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
。
現
代
の
首
都
圏
方
言
や
標

準
語
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
敬
語
表
現
が
あ
る
。

下
町
の
江
戸
言
葉
の
よ
う
に[ai]

（ア
イ
）や[oi]

（オ
イ
）が
そ
れ
ぞ

れ[ɛ:]

（エ
ー
）に
な
る
よ
う
な
訛
り
は
見
ら
れ
な
い
。
（例
：な
い
→×

ね
え
、
遅
い
→×

お
せ
え
）

ガ
行
鼻
濁
音
が
存
在
す
る
。
東
京
方
言
の
ガ
行
鼻
濁
音
に
関
す

る
規
範
は
標
準
語
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
十
分
に
定
着
せ

ず
、
現
在
の
東
京
で
は
鼻
濁
音
の
使
用
は
衰
退
し
、
学
校
教
育
で

も
日
本
語
の
規
範
的
な
発
音
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

江
戸
言
葉
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
、
「ひ
」と
「し
」の
区
別
が
曖
昧

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。


